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基本的信頼の欠如

アンソニ ー ・ギデンズAnthony Giddensの提示する自己成型の枠組みに沿っ

て考えるならば、 幼少時の生育環境が自己形成において根本的な影響を与える

可能性があるという。発達のごく初期の段階で他者に対しての基本的な信頼を

築けるかどうかによって、 矛盾をはらむ現実に対処出来るか否かに大きな影響

を及ほすのだという。ギデンズは次のように説明する。

The trust which the child, in normal circumstances, vests in its caretakers, I 

want to argue, can be seen as a sort of emotional inoculation against existential 

anxieties —a protection against future threats and dangers which allows the 

mdividual to sustain hope and courage in the face of whatever debilitating 

circumstances she or he might later confront. Basic trust is a screening-off 

device in relation to risks and dangers in the surrounding settings of act10n 

and interaction. It is the main emotional support of a defensive carapace or 

protective cocoon which all normal individuals carry around with them as the 

means whereby they are able to get on with the affairs of day-to-day life. 

(Modernity and Self Identity 39-40) 

「感情的な保護皮膜」（ 上記引用参照）としての基本的な信頼を持てなければ、
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人は現実全般に対しての存在論的な不安に直接常に晒される事になる。それは

いわば祉界という現実を理解する鍵を持たぬまま、 世界に放り出されるに等し

い。チャ ー ルズ ・デイケンズCharles Dickensの作品には、そのような世界とい

う他者の総和に対しての墓本的椙頼を欠いたと思われる人物の姿が描かれてい

る。『ジョ ージ ・シルヴァ ー マンの説明』George Silverman s Explanation（ 以下『説

明』と略記）における事実上逍棄された子供シルヴァ ー マンSilverman もその

一人である。彼は悲惨な状況に育った。青年となって、 牧師の地位獲得に近づ

いていたが、ある女性に恋心を抱きながら も彼女との関係を進展させることを

自ら避け、彼女と別の男性との関係を取り持とうとする。何がシルヴァ ー マン

をそうさせたのか、リ ーヴィスLeavisによる説明は以下の通りである。

But now the final and fatal repetition of this pattern of self-blame, self­

sacrifice, and over-compensation for his guilty cellar-self takes place 

mev1tably. Adelina Fareway the pupil is everything that could make George 

happy. He falls in love with her and he even sees that she unconsciously loves 

her very congenial young tutor [George Silverm叫．Adelina is almost of age 

and will then possess her own fortune, and is of a'daring, generous character': 

George could be rich and happy, and he is already a gentleman (...). But 

'No. Worldliness should not enter here at any cost' -and George again 

overcompensates. He is not satisfied with forbidding himself to win Adelina, 

he must complete the sacrifice by putting her into another man's hands. 

(Leavis 285) 

シルヴァ ー マンは アデリ ー ナを自分の妻として得ることを、彼の存在に染み

ついた自己利益の追求の証と見なし、より正しい自分を目指して自己犠牲の理

想を追求しようとする。その結果、別の人物と アデリ ー ナの結婚を取り持つと

いう行為に及ぶのである。一見するとそれは自己利益の拒否のように も見える

が、 その行為について別の解釈も存在しうる。自分の娘が望ましくない結婚を

させられた事を知ると、 アデリ ー ナの母親フェ アウェイ令夫人 Lady Fareway 
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はシルヴァ ーマンの真の意図を金銭目当てのものとして彼の強欲を非難する。

シルヴァ ーマンがアデリ ー ナを相手の男に、 言わばあてがうことで間接的な利

益を得ようとしていると批判するのである。

果たしてシルヴァ ーマンの真の意図はどこにあったのか。物語全体が基本的

にシルヴァ ーマン自身の回想という形を取っているために、 この作品がヘン

リ ー ・ ジェイムズHerny Jamesの『嘘つき』The Liarに先行する形で、 語られて

いない裏の事実を秘めた物語なのか、 即ちフェアウェイ令夫人の見方が正しい

のか、 あるいはシルヴァ ーマンという人物が幼少期の悲惨な経験の結果として

ある意味で病んだ精神の持ち主となってしまっているために、 幸福を自ら断念

することを望まないではおれない、 そういう物語と理解すればよいのか（リ ー

ヴィスの見方はそれに近いと言えるだろう）。実のところ、それを十分な証拠を

もって決定することは非常に困難に思われる。

それについてここでは、 単に次の点を確認しておくにとどめたい。即ちフェ

アウェイ令夫人の指摘通りシルヴァ ーマンが自己利益を求める極端な強欲さを

持つ人物であり、 物語がその人物の意識的あるいは無意識的な弁明なのだとし

ても、 あるいはリ ー ヴィスらの解釈の通り、 深くしみ通った自己への懐疑から

幸福を断念しないではおれない人物の物語なのだとしても、 彼をそのような存

在にしたのは、 幼少期の極端に悲惨な経験であり、 それ故にリ ー ヴィスの言い

方を借りれば「地下室的自己」“cellar-s elf ” を抱えた存在となってしまっている

という点である。生育の初期の段階で無条件な1言頼の対象となりうる適切な養

育者を持てず、現実に対しての「感情の保護被膜」を持てなかったために、自己

形成と関係性に関わるきわめて深刻な問題を抱えている人物である可能性がき

わめて高いと考えられるだろう。

シルヴァ ーマン同様適切な養育者を持ち得なかったと思われる人物は『大い

な る遣産』Great Expectations（以下『遺産jと略記）におけるマグウィッチ

Magwitchである。蕪を盗んでいる瞬間が最初の自己認識の時であるような人

生(GE319)が、 果たしてどのようなものであったか、 その生活の全体の悲惨

さを推し量ることはきわめて容易であるように思われる。その意味でマグ

ウィッチは、 極貧の中で適切な愛情を与えられぬままほとんど放置された状態
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で生育した、 その両親が極貧の内に死んだ後に行政によって発見されたシル

ヴァ ーマ ンとほぼ同種の存在と見なすことが出来るだろう。マ グウィッチもま

た自己を意識し始めた最初の時期に、 適切な人格的な信頼の対象を持ち得な

かった事が強く推定される。信頼の対象となる養育者が、 決定的に不在のまま

で育ったことが比較的克明に描かれる『説明』の主人公の場合と異なり、 マ グ

ウィッチが実際にどのような状況で成育したのかは、 作品の与える断片的情報

から推定するしかない。しかし後に行政による介入の結果、 教会からの庇護を

受け牧師の地位にまで到達しうるよう教育を受けられたシルヴァ ーマ ンと比較

すれば、 その生育状況が輪をかけて悲惨なものであった事は想像に難くない。

彼もまた基本的な養育者を通しての他者への信頼を醸成できないような環境に

いた存在だったと考えられるのである。

他者不在の世界

ただ、実は人格の最初の信頼の対象となる相手が適切に与えられるか否かは、

必ずしも物質的な貧困や欠乏にのみ基づくものではない事を、 デイケンズは

知っていたように見える。デイケンズの作品の中で、 恐らく最も社会という他

者の集合体に絶望し、 それに対して最もゆがんだ見方しかできなくなっている

人物は、 シルヴァ ー マンやマ グウィッチのような極貧階層の出身者ではない。

極貧階層出身者は適切な養育環境に恵まれず、 信頼を醸成される関係を取り結

べない場合がより起こりやすいと推定は出来るが、 仮に社会的に上位の階層の

出身者であっても何らかの事情で複雑な家庭環境に置かれた場合、 適切な「保

護被膜」 を身につけられない場合があることをデイケンズは知っていた。望め

ば常に（屈服感と共にではあるが）金銭的援助が自動的に受けられ(LD 524-

525)、 また同時に、 社会的には比較的恵まれたと言って良い教育を受けられた

人物が、 他者に対しての強い持続的な敵意を示す存在に育っている事例が存在

する。

『リトルドリット』Little Dorrit（以下『ドリット』と略記）における若い女性

ウェイドWadeがそれに当たる。生育環境の違いから見れば、 シルヴァ ー マン
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やマグウィッチら極貧階層の出身者と、 女家庭教師にもなりうる道を用意され

た物質的に言えば遥かに恵まれた立場のウェイドを同列に論じることは、 い さ

さか違和感を与えるものかも知れない。しかし、 人格的に信頼の対象となるよ

うな存在を与えられるか否かは、 物質的金銭的豊かさの多少によっては決定さ

れな いことを、 この女性の歴史は教えてくれる。彼女の養育についても、 ごく

幼 い段階での状況は省かれており想像の対象でしかない 部分もあるが、 養育の

責任を果たすべき人々から愛すべき対象としての適切な関心を持たれなかった

か、 あるいはある程度適切な関心は存在したのにそれを本人が認識できなかっ

たのか、 いずれにしても最終的には他者に対しての適切な信頼を醸成できない

まま成長した存在であり、 そのゆがんだ精神のあり方の救 いがたさが日を覆う

べき典型的な例となっているように思われる。彼女が自分の懐疑に満ちた世界

を提示する「自己虎待者」としての告白の冒頭にはこうある。

I have the misfortune of not being a fool. From a very early age I have 

detected what those about me thought they hid from me. If I could have been 

habitually imposed upon, instead of habitually discerning the truth, I might 

have lived as smoothly as most fools do. (LD 644) 

他者に対しての強い 全面的な懐疑。彼女をそのような存在にした状況はどの

ようなものであったのか。その複雑な環境については以下のように記述されて

いる。

She is somebody's child —anybody's —nobody's. Put her m a room m 

London here with any six people old enough to be her parents, and her parents 

may be there for anything she knows. They may be in any house she sees, 

they may be in any churchyard she passes, she may run against 'em in any 

street, she may make chance acquaintances of'em at any time; and never 

know it. She knows nothing about 'em. She knows nothing about any relative 

whatever. Never did. Never will. (LD 5 24) 
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一見卑屈と も見えるシルヴァ ー マンの他者への迎合的な反応とは異なり、

ウェイドの社会や他者に対しての態度は病的と言って良い程、 傲岸で敵対的な

ものになっている。彼女の主張に従う時、彼女自身が絶対に正しく、社会が絶

対に間違っているという印象を読み手は受けとらざるを得ない。しかし主にシ

ルヴァ ー マンの視点のみから語られ、他者の見解が間接的な形でしか読み手に

届かない『説明』の場合とは異なり、『ドリ ット』の実際の読者は、ウェイドの

見ている世界（『ドリ ット』のなかの 「自己虐待者」Self Tormentorの章）を果た

してどう理解すべきなのかについて、あまり当惑を覚える必要はないように思

われる。自己に都合の良い説明を提示し、その説明に基づいて彼女の周りの人々

を判断するウェイドの存在が、他者の視線において客観的にはどう映るのか。

その点について著者デイケンズの判断も、そして周りの登場人物の最終的な判

断も概ね 一 致すると考えて良さそうである。 ウェイドに向って ミ ー グルズ

Meaglesは次のように言い放つ。

I don't know what you are, but you don't hide, can't hide, what a dark spirit 

you have within you. If it should happen that you are a woman, who, from 

whatever cause, has a perverted delight in making a sister-woman as wretched 

as she is (I am old enough to have heard of such), I warn her against you, and 

I warn you against yourself. (L D 3 2 3) 

一時はウェイドに共感して彼女の世界に合流し、社会への敵意をウェイドと

共有したタテイコラムTattycoramも、最終的には元の主人であるミ ー グルズの

もとへ帰還し、次のようにウェイドについて証言する。

"Oh! I have been so wretched," cried Tattycoram, weeping much more, after 

that, than be fore; "always so unhappy, and so repentant! I was afraid of her, 

from the first time I ever saw her. I knew she had got a power over me, 

through understanding what was bad in me, so well. It was a madness m me, 

and she could raise it whenever she liked. I used to think, when I got into that 
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state, that people were all against me because of my first beginning; and the 

kinder they were to me, the worse fault I found in them. I made it out that they 

triumphed above me, and that they wanted to make me envy them, when I 

know― when I knew even then, if I would― that they never thought 

of such a thing. .... " (LD 787) 

ウェイド同様、 信頼すべき他者を幼少時に持ち得なかったであろう孤児タ

テイコラム。彼女の抱く疎外感に対して鈍感で、自分自身の娘への愛情をタティ

コラムに対し無意識に見せつけてしまう善意の援助者ミ ー グルズ。そしてこれ

も事実上の孤児でありある意味でもう一人のウェイドだったかも知れない物語

の主人公ア ーサ ー ・ クレナムArthurClennamら、 複数の視点からウェイドとい

う存在に対しての証言を得ることで、『ドリット』という作品はウェイドの自己

閉塞した世界を構成する視線が必ずしも明かさないことを、読み手に告げる。

ウェイドの物語る世界から都合良く排除された他者の視線を考慮に入れれ

ば、 ウェイドの展開する閉じられた唯我論的な但界とは決定的に異なる客観的

な世界が存在することが、 明らかになっているように思われる。結局ウェイド

は、 自分が優越感を保てるよう、 他者への絶対的な懐疑の中に閉じこもってし

まった存在に過ぎず、 現実の他者の世界が持つ多様性と可変性を意図的に無視

することによって、 偽りの優越感を保持しているのに過ぎない存在であること

がわかるのである。例えば、 タテイコラムが最終的に認める様に、 現実の社会

においてはウェイドやタテイコラムのような存在に対してある種の優越感を抱

く者達がいるのとほとんど同じくらい確実に「そのようなことは全く考えてい

ない」（上記タテイコラムの発言末尾参照）人たちも無数にいたはずで、 要する

にウェイドの信じようとするほどに、 世界という他者の集合体は一様でも固定

化されてもいないのである。常に多様な可能性が存在し、 そして何より変化す

る可能性に対して開かれた他者の集合体としての社会が現に存在している事を

考慮に入れれば、 ウェイドの閉塞した世界（その中では常に彼女が他者の存在

を優越感を以て眺めることが出来る）は、 複雑さと多様性と可変性を持った現

実を意図的に無視することで平板となった冊界であることは明白である。ウェ
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イドは矮小化された見方の中に逃げ込んでいる存在でしかない事がわかる。

彼女が抱えている問題は何なのか。それは、 現実が単純な解釈によっては集

約しきれない多様性と複雑さを常に備えているにも関わらず、 彼女がそれを意

図的に無視しているために、 結果として可能性の開かれた世界を経験できない

状況に自らをおちいらせているという点にある。彼女は自分にとって都合の良

い見方が充満する世界に、ただ耽溺し続けるだけの存在となっているのである。

タテイコラムが最終的に認めた現実の多様性と可能性への開放性、 そしてそこ

から必然的に生じる予測不能性。ウェイドはそれらを言わば意図的に無視し、

常に誰もが自分を蔑視じ憐れむことで優越感を抱いている世界を想定し、 その

構造を見抜いている存在としての自已を他者に対して優越した存在と見なし、

そのような自己満足の世界に浸っているに過ぎない。彼女は生い立ちの不幸か

ら、 そしてより直接的には生育の過程で人格的な信頼の対象となる存在を持ち

得なかったことから、 他者の意図を曲解することを習慣化し、 常に他者を自分

に対しての冷笑的な迫害者として見るようになってしまった。そして、 そのよ

うな固定化され単純化された解釈によって保障された偽の自己優越の幻想の中

に閉じこもって自らを保設しようとする存在となったと考えられる。

その自己を閉鎖する自己成型の構造について、 彼女自身がどの程度意識的な

のかは作品からは最終的な判定は出来ない。いずれにしても彼女が、 そうしな

いではおれない程の不安定さを内部に抱えている存在であることは疑いない。

ウェイドがタテイコラムという自分の世界観への同調者を求めるのは、 彼女の

抱えるその精神の不安定さに起因しているであろう。彼女が自らの解釈の妥当

性に真に満足しているならば、 外に同調者を求める必要はないはずだからであ

る。彼女が自分の世界に引き込もうとする孤児タテイコラムと実際に一時的に

そうなるように、 彼女の見方が共有された時、 ウェイドの解釈の妥当性は確認

され、実際の現実から切り離された彼女の閉塞世界は強化される。その結果ウェ

イドが彼女の世界の外に他者の存在を認めて、 自己自身を変えていく可能性は

失われる。なぜなら彼女の考えに同意したタテイコラムの中に見いだせるのは、

結局はウェイド自身の考えであり、 ウェイドは鏡をのそき込んでいるのに過ぎ

ないからである。彼女が彼女自身を見つめる鏡において、 彼女の知りえない他
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者は不在となり、 ただ彼女一人がその切り離された世界に取り残されていく。

実はこのウェイドの生きる絶対的な懐疑に基づいて構築された他者不在の世界

こそ、 逆 説的に、 いくつかのデイ ケ ンズ作品に共通する重要なテー マである信

頻の問題を考える際の端緒とすべき地点だと考えられる。

ウェイドにおいて典型的な、 関係性にまつわる疎外状況、 全面的な懐疑とも

呼 びうる状態はデイケンズの他の作品の、 全く異なった環境に置かれた人物の

精神にも認めることが出来る。少なくともその方向性においてウェイドと共通

する精神的傾 向を持った複数の人物の姿を『遺 産』 という作品の中に見いだす

ことが出 来る。一人 目 は、 自分にうるさく質問を繰り返す幼い ピッ プに対して

「質 問をしなければ嘘をつかれない」 、 'Ask no q uesti ons, and y ou' ll b e  told no li es." 

(GE 33) と答える人物である。この考えは、 その発言者 ピッ プの姉 ジ ョ ー ジア

ナ G eorgi anaが見る世界とウェイドの世界の近似性を示唆するものであるよう

に思われる。ピッ プの姉の生い立ち についての私の推定（中村「名 前のない痛み」

参照）が正しいとすれば、 暴 力によって虐げられた経験を通して、 ジ ョ ー ジア

ナが他者への適切な信頼を失ったまま生育していた可能性が強く推定される。

彼女もまた倍頼の対象を持 ち 得ない悲惨な環境に育ったという意味で、 シル

ヴァ ー マンやマグウィッチに近い人物だと想像できる。「質 問をしなければ嘘

をつかれない」。質問をしても嘘だけが返ってくるような、 信頼が決定的に欠如

した状況。それが ピッ プの姉の置かれた状況であった可能性がきわめて高いと

考えられる。
一見、 周りの人々に冷笑を含んだような余裕を見せるウェイドと、 粗暴な振

る舞いを続ける ピッ プの姉の姿は、 他者への態度の洗練の度合いにおいて全く

逆のように見えるが、 姉の暴力が 目 指すものが何かを考慮に入れると、 二人の

精神の近似性に気付くことができるかも知れない。姉の暴力 の 目 的。それは、

彼女の夫 ジ ョ ー J oeの指摘から知ることが出来る。

"Y ou r  si ster i s  gi ven to g overnm ent."  

"Gi ven to g overnm ent, J oe?" I w as startled, for I had some shadow y i dea 

(and I am afr ai d I mu st add, hop e) that J oe had di vorced her i n  favou r of the 
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Lords of the Admiral ity, or Treasury. 

"Given to government," said Joe. "Which I rneantersay the government of 

you and myself." 

"Oh 1 "  

"And she an 't over partial t o  having scholars on the premises," J o e  continued, 

"and in  partikler would not be over partial to my being a scholar, for fear as 

I might r ise .  Like a sort of rebel ,  don't you see?" (GE 63) 

「 ピ ッ プ と 自 分 自 身への 支配J "the government of you and mysel「' （上記引 用 参

照） 。 ジ ョ ー は ピ ッ プ の姉が暴力 を 振 る う 理 由 を 、 家庭 内 の 関係 に お い て 支配者

master-mind (GE 64) と な る た め だ と も 説明 し て い る 。 で は 彼女 は何故 「支配者」

に な っ て ジ ョ ー や ピ ッ プ を 「統治」 せ ね ば な ら な い の か。 ジ ョ ー も 、 デ イ ケ ン ズ

も そ の 理 由 に つ い て は 立 ち 入 っ た 説 明 を し よ う と し な い が、 私 の 推定 に 従 え ば、

そ れ は 彼女 の 生育環境 に 起 因 す る と 考 え ら れ る 。 「 一種の 反乱者の よ う に 」 Like

a sort of rebel （上記引 用 参照 ） 他者 を 見 て し ま い 、 自 ら に 抵抗す る 存在 を 蛇蜆 の

如 く 嫌 う ピ ッ プの姉。 他者 の 態 度 に 対 し て そ の よ う に 過剰 に 反応 さ せ る も の は 、

彼女が家庭 内 で経験 し た 虐 待 を 想 定す れ ば比較的無理 な く 理解 で き る 。 過去 に

受 け た 虐待 の 経験故 に 、 心 の 平安 を 得 る こ と が 出 来 る の が、 他者が事実上不在

と な る 空 間 に お い て だ け で あ る 可 能性が高 い 。 誰 か 自 分 の 意志 に 逆 ら う 者がい

る と き 、 彼女 の 脳裏 に は 、 過去 に お い て 彼女 に 対 し 暴 力 を 振 る い 続 け た 虐待者

の 姿が想起 さ れ る 。 そ れ故、 彼女 は 自 分 に 向 け ら れ た の と 同 じ 手段 で 、 自 分 に

抵抗す る 存在 を 圧伏 し 「支配者」 に な ら な く て は な ら な い と 考 え る の で あ ろ う 。

繰 り 返 さ れ る 暴力 の 原 因 は そ れ だ と 考 え ら れ る 。 姉 は 、 ピ ッ プや ジ ョ ー ら を 恐

れ て い る の で は な く て 、 彼 ら の 反抗の可能性 の 中 に 彼女 を 虐 げ今や不在 と な っ

た 、 過去の虐待者の存在 を 見 て い る の で あ る 。

虎 待 の ト ラ ウ マ に よ っ て 、 今や現実 に は存在 し な く な っ た 虎 待者が、 亡霊 と

し て 彼 女 の 前 に 姿 を 現す の で あ る 。 彼女が争 っ て い る 相 手 は 実 は 亡霊 な の で あ

る 。 『 大 い な る 遣 産 』 に お い て シ ェ イ ク ス ピ ア Shakespeare の ［ ハ ム レ ッ ト j

Hamlet が繰 り 返 し 暗示 さ れ る の は 偶 然で は な い 。 そ し て そ の 過去 の 亡霊 の 存在
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は 、 墓の影か ら 死者が蘇 え る よ う に 現 れ た マ グ ウ ィ ッ チ に 遭遇 し た ピ ッ プ (GE

24) や 、 死 の 床 で 目 撃 し た ハ ヴ ィ シ ャ ム Havisham と お ぼ し き 白 衣 の 生 き 霊 に

お び え た 義理 の 弟 ア ー サ ー Arthur (GE 32 1 ) に の み に 関 わ る も の で も な い 。 亡

霊 と し て の 父 は 、 読 み 手 に 見 え な い と こ ろ で ピ ッ プ の 姉 に 現れ続け て い た と 考

え る べ き で あ る 。 こ の 過去 の 亡霊 を 調 伏 し な け れ ば、 姉 の 精神 に 真 の 平安が訪

れ る こ と は な い 。 暴力 は 実 の 所 、 ピ ッ プ の姉が望む状態 を 作 り 出 す た め の 、 効

率 的 と は 言 い が た い 手段 に 過 ぎ な い 。 誰 も 彼女 に 逆 ら わ な い状態。 い か な る 反

逆者 も 存在 し な い 空 間 。 彼女が暴力 を 振 る う の は 、 そ の状態 を 希求 す る が故で

あ る 。 そ う 考 え る と 、 ウ ェ イ ド の 全面 的 な 他者への懐疑の 視線が生 み 出 す彼女

自 身 が常 に 他者 に優越す る 世界 と 、 ピ ッ プの 姉 の 暴力 が充満す る 世界が、 そ の

本質 に お い て 意 外 に 近 い も の で あ る こ と が理解 さ れ る だ ろ う 。 彼女 ら が 「支配

者」 に な る こ と を 望 む の は 、 彼女 ら を 虐待 し か ね な い 脅威 と し て の 他者へ の恐

れ の 故 だ っ た と 考 え ら れ る の で あ る 。

他者の存在へ の 恐 れ。 信頼 の 罹 け な い 他者 は 自 己 に と っ て 常 に 脅威 で し か な

い 。 信頼 を 置 く こ と がで き な い 以上、 他者 は彼女 ら の 世界 に お い て 不 在 と な ら

ね ば な ら な い の で あ る 。 こ の 他者へ の 不信が二 人 の 女性 を 突 き 動かす共通の動

機 だ と 考 え ら れ る 。 二 人 に お い て 、 安心 は他者の不在 に よ っ て の み担保 さ れ る

も の な の で あ る 。 狭 い 家庭 内 の 世 界 に お い て 、 暴力 と い う 直接 的 な 手段で他者

を 圧倒 す る こ と で、 自 己 の み が存在す る 世界 を 作 り 上 げ よ う と す る ピ ッ プの 姉

に 対 し て 、 ウ ェ イ ド の 戦 略 は 高 度 に 巧妙で洗練 さ れ た も の と な っ て い る 。 彼女

の 戦略 は 広 い世 間 全体 に 対 し て 適用 可 能 な 一 般性 を 持 つ 。 あ ら ゆ る 周 囲 の 人 々

に 内 在す る 行動 原 理 を 発見 し た と 考 え 、 そ の 原 理 に 従 っ て 動 く 一種 の 自 動人形

と し て 他者 を 見 な す こ と に よ っ て 、 彼 ら に 対 し て の持続的 かつ普遍 的 な 優越 を

保持 し よ う と し て い る の で あ る 。 お ま え ら が ど う 振 る 舞 う の か、 私 は あ ら か じ

め 知 っ て い た の だ、 と 。 彼女が出 会 う す べ て の 他者が、 そ の 解釈に よ っ て い わ

ば彼女 の 世 界 の 支配下 に お かれ、 予 測 可 能 で あ っ た と い う 意味で脅威 で は な い

と 見 な さ れ る 。 冷静で 一 見 反駁 が不 能 な 程 に 強 固 な 自 己意識内 部 の解釈の世界

に お い て （ 「 自 己 虎 待者」 の 章 を 読 ん で い る 間 読み手がそ う な る よ う に ） 、 他者

の よ り 客観 的 な 声 と 解釈は徹底 的 に 排 除 さ れ て い く 。 他者が彼女 に 影響 を 与 え
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る可能性が、 理論上排除された世界を彼女は生きていると言っても良いであろ

う。逆 に 言えば常に 他者をそのように して理論上排除 しない 限り、 彼女に精神

的な安定は訪れないのであろう。それほどまでに 彼女は他者を信頼できない病

んだ精神の持ち主であり、 彼女にとって他者は常に 脅威で しかあり得なくなっ

ている。

他者の不在となった空 間を作り上げたという点 に おいて、 もう一人の『遺産j

の中の人物ほど典型的な例はデイケンズの他の作 品 にも見いだせないだろう。

ある意味で戯画と しか見なせないほど、 ハ ヴィシ ャ ムの他者の存在 に 対する拒

絶は徹底 している。コン ピ ソ ン C ompey sonから裏切られた時間 に時を固定 し 、

光の射さない空 間 に 生き続けながら男性全体への復讐を誓う姿は、 社会と他者

への拒否という点で象徴的である。その意味でハ ヴィシ ャ ムの作り上げる密室

に おいても、 ウェイドや ピ ッ プの姉の持つ精神と共通の構造が顕在化 している

と考えることが出来る。特 にウェイドの態 度とハ ヴィシ ャ ムの態 度は、 ピ ッ プ

の姉 に あった暴力という直接性が除去され、 現実を自らの解釈によって固定化

し ようと しているように見える点で非常に 近似 した印象を与える。

一見二人の他者否認は真逆の手段 に よって達成されているよう にも見える。

ウェイドのそれは偶発的に 知り合いになりうるすべての他者 に 対 しての防衛的

な意味合いが強く、 他者への全面的な懐疑 に よって成り立っている。それ に 対

してハ ヴィシ ャ ムの世界は、 彼女の支配するより安定 し た隠遁状態 に おいて作

り上げられている。(It " 彼女は不特定多数の人 間 に 出会う必要はなく、 自分の

選んだ人 間だけを身近 に 呼 び寄せる事が出来る。引きこもった安定 した世界か

ら、 彼女は男性という 自 分を裏切った抽象的存在を憎悪する特権を享受するの

である。な に より彼女は彼女の抱いた確信、 すなわちすべての男 性の不実さ、

を根拠と し た閉じた世界を作り上げている。 しか し その強い確信は、 実の所、

他者への信頼の欠如という意味でウェイドの全面的な疑念と全く同質のものな

のである。コン ピ ソ ンが不実であったから他の皆が不実であるという結論は必

ず しも導き出すことは出来ない、 ということは彼女も本当はわかっていたので

はないか。他者の不在をもたらす全面的な疑念と全面的な確侶 によって、 二 人

は共に ピ ッ プの姉同様、 自らの世界の「支配者」 となろうと している存在なの
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ハ ヴィシ ャ ムやウェイドらが排除することに成功している他者とはどのよう

な存在なのであろうか。その答えを考えるとき、ウェイドの全面的懐疑やハ ヴィ

シ ャ ムの全面的確信、 あるいは ピップの姉の全面的暴力などとは異なる、 他者

へ の 態 度が あり う る こ と を、 『 デイヴィッ ド ・ コ パ ー フ ィ ー ル ド 」 David

Coppe,field （以下 『コパ ー フ ィ ールド』と表記）から学ぶことが出来るかも知れ

ない。この作品において理想と見なされるのは他者への信頼という態度である。

ただし、急いで付け加えれば『コパ ー フ ィ ールド』には繰り返し信頼という テ ー

マが現れているが、 あくまでそれは一種の理想に過ぎず、 物語の中心には存在

していない。信頼に基づいた関係は、 この物語の最後に至って ア グ ネ ス Agnes

と主人公の間に形式的に達成されるか、 或いはス ト ロ ン グ S trong博士と ア ニ ー

Annieという若妻の間の関係として、 主人公が 目 撃する他者の経験として描か

れるに過ぎない。この作品でも、 繰り返し物語内において実際に描かれている

のは、信頼が裏切られた状態、信頼が崩 壊していく様であり、信頼の成立しない、

いわばハ ヴィシ ャ ムやウェイドが経験するのと同質の人 間関係であることは変

わりはない。

ただしこの作品においては、 既に見たような他者不在の状況を達成しようと

する人物の姿はほ ほ見あたらない。登場人物らは例外なく他者と接触し他者と

関係を持とうとする。ただ、 その関係のあり方は理想とされる信頼とはほど遠

いというより、 信頻が成立しない関係が反復されていくと言える。繰り返され

る絶え間ない出会いのほぼすべてにおいて、 信頼は意図してあるいは意図に反

して裏切られ続けていく。ス ティ ア フ ォ ー ス S teerfo rthへのデイヴィド D avi d

の信頼は繰り返し裏切られる。デイヴ ィ ッ ドのもたらし だ情報をもとに メ ル

M ell先生 （彼のデイヴィッドヘの信頼も同時に裏切られる）は学校を追放され、

さらに ス テ ィ ア フ ォ ー ス はデイヴィッ ドの紹 介によって知り合った エ ミ リ

E m' ly を誘惑し結果的にデイヴィッドにとって大事なペ ゴテ イ P eggoty 一 家に

耐え難い苦痛を与えるに至る。 ス ティ ア フ ォ ー ス によって加えられた ロ ー ザ ・

ダ ートル R osaD artleの唇の傷は、 彼女が受けた精神的 苦 痛の象徴であろう。

ロ ーザはこの傷にも関 わらず ス テ ィ ア フ ォ ー ス に強い関心を抱き続け、 彼の不
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在の世界を生きようとはしない。むしろ自分を傷つけた男 性に対して固着し続

けているように見える。また、 このような繰り返される裏切りによって信頼が

崩 壊するだけでな く 、 様々なレベルで信頼の成立しない関係が物語内 部に充満

しているように見える。

興味深いのは、 理想である信頼関係が成立しないとき、 一方が他者を支配す

るような強制を含んだ関係が取って代わっているように見える点である。これ

はある意味で結果として 、 ピ ッ プの姉の作り上げる暴 力による世界に近いが、

しかしここでの暴力は身体的なものではな く 、 精神的な暴力と呼んで良いかも

知れない。例えばデイヴィッ ド自身が成長の後に自らの最初の妻 ド ー ラ D ora

に対して行う行為がその一 例である。理想の妻に到達しない彼女に対して、 彼

は容赦な く あるべき姿を要求し続け妻を苦しめ続ける。実は自分のその行為が、

自らの幼少時に義父マー ドストー ン M urdstoneが自分の妻に対して行った行為

に酷似している事を、 デイヴィッド自身はどの程度意識しているのだろうか。

彼は義父が行った虐待を、 結局自らの妻に対して繰り返しているのである。即

ち 自己の望む理想の押しつけを行い、 その事によって相手を苦しめる。自分自

身もまたマー ド ス トー ンから幼い 頃に虐待とも言えるような扱いを受けるが、

結果的に自らも他者に対して自らがされたのと同様な行為を反復してしまって

いる。いわば、 ありのままの他者を受け入れることが出来ず、 他者自身の自画

像に自分がそうあるべきと信じる理想像を塗りつけようとするのである。この

ような他者への理想の押しつけは、 ピッ プの姉の場合のような身体的な暴力を

伴ってはいないが、 結局自分の求めるものを押しつけて、 他者のありのままの

存在を滅しようとしているという意味で、 他者の不在を 目 指すものとなってお

り、 その意味で他者に対して 「支配者」 になろうとする ピッ プの姉の行動に非

常に近いと言える。そして他者の不在を通して他者の集合体である世界に対し

て 「支配者」 として存在しようとする点で、 デイヴィッドのド ー ラに対しての

行為は、 ハ ヴィシ ャ ムやウェイドや ジ ョ ー ジア ナのあり方にもつながっている

と考えるべきであろう。いずれもが他者不在の世界を生み出す契機と見なしう

るのである。

だとすれば、 そのような他者不在の世界を生み出す他者への態度と『コパ ー
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フ ィ ー ル ド」 に お い て 理想 と し て提示 さ れ る 信頼 に 甚づい た 態 度 と の 違 い を 考

え る こ と が、 デ イ ケ ン ズ作 品 に お け る 信頼 と は何か を 定義す る 際通 ら ね ば な ら

な い重 要 な 過程で あ る と 言 え る だ ろ う 。

信頼 と 確信

既 に 引 用 し た ギデ ン ズ に よ れ ば、 信頼 は た だ 人 間がそ の 生育過程の最初 の 「保

護被膜J と し て 獲得すべ き 能力 に 留 ま ら ず、 近代社会 を 生 き 抜 く た め に 人が身

に つ け な く て は な ら な い 重要 な 能力 で あ る と さ れ る 。 彼 に よ れ ば、 信頼 と は 神

が不在 と な っ た 時 （す な わ ち 近代社会が始 ま っ た と き ） 、 人が必然 的 に 必要 と し

た 重 要 な も の で あ っ た 。 近代社会 に お け る 信顆の重要性 は 、 神 と 安定 し た 関係

を 結ぶ こ と が 出 来 て い た 時代が過 ぎ去 り 、 い ま や 人 間 が 自 分 自 身 の予想や信念

に 基づい て対応 し な け れ ば な ら な い世界が現 れ た 事 と 大 き く 関 わ っ て い た 。 近

代社会 と は 、 予測が裏切 ら れ る 可 能性、 す な わ ち リ ス ク を 取 り 込 む 形 で 人が未

来 と 直面せ ざ る を 得 な い社 会 で あ っ た 。

近代以前、 人 々 は 主 に 神 へ の 倍仰 と い う 確伯 に よ っ て 現 実 と 向 き 合 え ば良

か っ た 。 現実 は 神 の 意志 の 表 れ で あ り 、 い か な る 結果 を 得 よ う と そ れ は い わ ば

神 の 御心 で あ り 、 た だ 人 は そ れ を 受 け 入 れ れ ば よ か っ た 。 どの よ う な 結 果 に せ

よ 然 る べ き 世界が人 の 前 に 現 れ た の に 過 ぎ な か っ た 。 神 の存在 と 意思 に よ り 現

実 の 正 当性 と も い う べ き も の は 保証 さ れ て い た の で あ る 。 伝統的 な 社会 に お い

て は 、 人 は 未来 を 自 ら の 手 に よ っ て 変 え よ う と 努力 す る 必要 も 、 ま た 結果 を 予

想 し て あ ら か じ め 保険 を か け 、 予想通 り で な か っ た 場合 に対応す る 必要 に も 迫

ら れ て い な か っ た 。 人 の 自 然 な 願 い が あ り 、 そ れ に 対 し て の 答 え と し て の 現実

が神 の 応 答 と し て 人 に 訪 れ る 。 近代以前、 人 と 現実 と の 関係 は そ の よ う に 単純

で、 あ る 意味で皮相 で あ り 、 結果的 に 人の精神 を 未来の植民地化 を 目 指 し て 絶

え 間 な く 稼働 さ せ る 事 を 強 い る よ う な も の で は な か っ た 。 ハ ヴ ィ シ ャ ム が コ ン

ピ ソ ン に 対 し て す る よ う に 全面 的 に 崇拝 を し て い れ ば事足 り た の で あ る 。 そ れ

は 人 に あ る 意味で穏や か に 自 己責任 を 免 れ て 生 き る 事 を 保証す る 、 よ り 単純で

安定 し た構造 を 備 え た 現 実 で あ っ た 。
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近代の訪れと共に神の存在が乗り越えられた時、 絶えずリ ス クを考慮し ない

では取り扱うことの 出 来 ない現実が人の前 に 姿を現した。その時、 単純な確信

では現実 に 対応すること は不可能と な っ ていく。そこで確信で は なく信頼が必

要とされたのである。 ギデンズはルー マンの議論を援用し な がら、 この信頼

tru stと確信 confi denceの違いについて以下のように 説明する。

T ru st, he [ Lu man] say s, shou ld be un derstood specifi cally i n  relati on to ri sk, 

a term whi ch only comes in to bein g in the modern peri od. T he n oti on 

on gin ated wi th the un derstan din g that u nanti ci pated resu lts may be a 

con sequ ence of ou r own acti vi ti es or deci si ons, rather than ex pressin g hi dden 

meani ngs of n atu re or in effa ble i ntenti ons of the D ei ty. "Ri sk" largely 

repl aces what was previ ou sly thou ght of as fortuna (fotru ne or fate) and 

becomes separated fr om cosmologi es. T ru st presu pposes awaren ess of 

ci rcu mstan ces of ri sk, whereas confi den ce does n ot. (The Consequences of 

Modernity 30-3 1 )  

未来 に対するリ ス クを考慮に入れた態度としての信頼。リ ス クを考慮に入れ

ない態度としての確信。信頼と はリ ス クを考慮に入れた近代的 な （神の存在し

ない世界 において当然必要とされる）態度だと考えられる。「自然の隠された意

図や言う に 言われぬ神の意志」（上記引用参照）な どで は なく、「自分自身の行

動や決断の結果」（上記引用参照）として現実が生じているという認識が人の間

で広く共有される。リ ス クの感覚はそこ に 起因する。人自身の行為と決断が生

み出していく現実。予兆 さ れず大き な意志や枠組みが与えるのでも ない、 自分

や相手の行為と決断によって生み出 され、 また変えられるものとしての現実が

人の前 に 姿を現した。それ は自分自身の決断 に 大き な 責任が存在する世界だと

も言える。中世的 な 信仰の基盤があった世界観、 す な わ ち あらか じめ大い なる

意志 によって定められているものとしての現実とは、 決定的に異なった可変性

を備えた現実が 目 の前 に 生じているという認識が人々の間 に 広がっていった。

捉えがた ＜ 予想でき ない意外さを持った、 同時にあらかじめ決定などされてお
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ら ず様 々 な 可 能性 に 対 し て 開 か れ た も の と し て の現実。 そ の よ う な 複雑 さ と 可

変性 に 人 々 は 直面す る こ と を 強 い ら れ た の で あ る 。 簡 単 に 言 え ば、 現 実 は 予 想

し て対応す る 必要の な い 、 た だ経験す れ ば良 い だ け の 単純 な も の か ら 、 自 ら と

他者の 行為 に よ っ て 絶 え 間 な く 変 わ り う る 何か と し て 人 の 前 に そ の 姿 を 現す も

の と な っ て い っ た と 考 え ら れ る 。

恐 ら く ハ ヴ ィ シ ャ ム を 最 も 苦 し め た の は 、 現実が彼女 の予想 を 超 え て 動 い た

と い う 事 だ っ た は ず で あ る 。 ま る で 「 バ ー ナ ム の 森 が動 い た 」 と い う 知 ら せ に

驚 く マ ク ベ ス Macbeth の よ う に 、 ハ ヴ ィ シ ャ ム は コ ン ピ ソ ン の 裏切 り に 驚 く 。

彼女 に は 自 分 の 信 じ る 以外の世界が現 れ る こ と を 全 く 予期 で き て い な か っ た 。

裏切 ら れ る 直前 ま でハ ヴ ィ シ ャ ム は 、 現実が 自 分の予想 を 裏切 る 可能性 も あ り

う る と い う 、 い わ ば リ ス ク を 想 定 し そ の 可 能性 に保険 を か け た 思考 が全 く 出 来

て い な か っ た 。 ハ ー バ ー ト の 父 が警告 し た コ ン ピ ソ ン に 関 す る 常識 的 な 注意

(GE 1 77) は 、 そ の可 能性が示唆 さ れ た 瞬 間 、 神 に対 し て の 冒 潰 で も あ る か の よ

う に 退 け ら れ る 。 そ れ ほ ど に ハ ヴ ィ シ ャ ム に お い て は 、 コ ン ピ ソ ン ヘ の全面的

絶対的 な 信奉が存在 し 、 裏切 ら れ る 可能性 と い う リ ス ク に 対応 で き る 思考 は不

在 で あ っ た 。

裏切 り の 発覚後 に 彼女が作 り 上 げ た サ テ ィ ス ハ ウ ス Satis House と い う 世界

も 、 予想 さ れ る リ ス ク ヘの対応が出 来 て い な い と い う 点 で全 く 変 わ り が な い と

い う 点 に 注 目 し た い。 彼女が新 た に 作 り 上 げた 世 界 は 、 リ ス ク を 考慮 に 入 れ て

対応すべ く 作 ら れ た 世界 で は な い 。 そ れ は リ ス ク を 考慮 す る 必要 の な い も う 一

つ の 世 界 に 過 ぎ な か っ た 。 「 質 問 を し な け れ ば嘘 を つ か れ な い 」 よ う に 、 男 性 を

愛 さ な け れ ば裏切 ら れ る こ と は な い 。 コ ン ピ ソ ン に 対 し て 抱 い て い た 「盲 目 的

献 身 と 疑 う こ と の な い 自 己否認」 (GE 1 77) の 代 わ り に ハ ヴ ィ シ ャ ム が築 い た

の は男 性へ の 全面 的不信 に 基づい た 世 界 で あ っ た 。 要す る に 、 一 つ の 確信 の 世

界 の 代 わ り に 別 の確信 に 基づい た も う 一 つ の 世界が築 き 上 げ ら れ た の に 過 ぎ な

い の で あ る 。 こ の新 し い世界 は 、 今度 は 男 性 の 全面 的 な 不実 を 前提 に す る こ と

で、 ま た も 予想 が は ず れ た場合の対処 を 想定 し な い 世界であ っ た 。

ハ ヴ ィ シ ャ ム に は 、 想定が は ず れ た 場合 に ど う 対応す る か を 考慮 に 入れ な け

れ ば な ら な い 世 界 を 自 ら が生 き て い る の だ と い う 事が の み こ め て い な い 。 裏切
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りが確定した 9時20 分前という時刻に時を止める事で、 彼女は予想し、 かつそ

の予測がはずれた際の対応に苦慮し続ける必要に迫られる不安から解放され

る。現実がリ ス クを芋んだ根本的に異なるものとして認識されるのではなくて、

種類の違う、 もう一つの信仰の世界が生み出されたのである。 目 の前にいる男

性が、 もしかしたら コ ン ピ ソ ン とは異なり、 善意に基づいたハ ヴィシ ャ ムを深

く愛してくれる信頼に足る男 性かも知れない可能性は無視され、 丁度ウェイ ド

の視線から、 彼女のような存在を侮蔑しない他者が消え去るように、 他者の反

応が予想される他界が生み出された。

確認しておきたいのは、 彼女が時間を止める必要に駆られるほど恐れていた

のは、 コ ン ピ ソ ン の裏切りという一 個の経験ではなかったという点である。 コ

ン ピ ソ ン 個人への復讐ではなくて、 男 性一般への復讐という形に問題がすり替

えられている点に注 目 する必要がある。彼女が恐れたのは、 一人 コ ン ピ ソ ン と

いう男 性が信頻出来ないという事実ではなく、 あらゆる現実が、 コ ン ピ ソ ン に

対して彼女がそうしたように盲 目 的に自己を委ねる事を許さないという事態で

あった。単純な盲信では対応できない現実の複雑さを、 彼女は コ ン ピ ソ ン の裏

切りという事実から直感し、 そのような現実の複雑さから逃避しようとしたの

だと考えられる。彼女の恐怖の対象は男 性の不実ではなかった。それは、 あら

ゆる現実が彼女の予想を超えて動く可能性を秘めていることであった。
ハ ヴィシ ャ ムが男性への憎悪と復讐という生き方を選択して時間を止めたと

き手にしたのは、 負 の方向に極端に色づけられる事でその負 の見込みの中に閉

じこめられ、 いわば単純化されることで予測可能となったいわば矮小化され無

毒化された現実であった。丁度ウェイ ドの懐疑の視線の中で、 常に他者が彼女

にとって予測可能になるように、 ハ ヴィシ ャ ムの全面的な確倍において現実は

一様になる。どちらの見方も世界からリ ス クを排除することで世界の変化の可

能性を排除し、 単純化することでその視線の持ち主に理解可能なモデルを与え

るものだった。しかしそのモデルは、 リ ス クを排除することによって予測可能

になった、 本質的に現実の世界を知るのに役立たない世界 モデルでもあった。

いわば静止画のようにある瞬間の現実を反映するだけであり、 次の瞬 間の世界

を映し出すことは出来なかった。彼女らの全面的確信と全面的懐疑の視線にお
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いて、 未来につなが る 変化の可能性を内 包した現実は消え去っていく。時間が

固定されているサティス ハウス の世界のあり方は、 ハ ヴィシ ャ ムの生きる確信

の世界の本質を表現しているのだとわかる。それは停止することで彼女に安心

を与える現実モデルであった。

ハ ヴィシ ャ ムやウェイド、 そして ピッ プの姉に共通する他者を全面的な悪意

と嘲笑の存在として見ようとする行為の根底にあるのは、 想定から逸脱する可

能性を常に秘めた現実の複雑さと他者という存在の与える救済の可能性を断念

し封じることで手に入る理解可能な単純なモデルに従って生きようとする意志

であった。『コパ ー フ ィ ー ルド」 において繰り返される他者への理想の押しつけ

同様、 それは他者が自分の想定通りではない可能性を拒否するという意味で、

結果的に現に存在する相手を事実上排除しようとするものとなっていく。逆に

言えば信頼とは、 意にそまぬ相手の存在をありのままに認めようとする態度だ

と考えることができる。家政において未熟な妻にいらだつデイヴィッドに対し

て、 ドー ラはそうなれない自分の苦しみを誤魔化すように自分の事を赤ん坊妻

child- wif eと考えてくれるようにと提案し、 その意図をこう説明する。

"I don' t mea n, y ou silly fe llow, tha t y ou should u se the na me, instea d  of 

D ora. I only mea n tha t y ou shou ld thin k of me tha t  wa y. W hen y ou ar e going 

to b e  a ngr y with me, sa y to y our self , ' it' s on ly my child- wife 「W henI a m  

ver y disapp ointing, sa y , ' I  knew, a long time a go, tha t she wou ld ma ke bu t a 

child- wife ! 'W hen y ou miss wha t I shou ld like to b e, a nd I think ca n never b e, 

sa y , ' still my foolish ch ild- wife loves me! ' F or indeed I do." (DC 543-544) 

赤ん坊妻という、 本来は認めたくない存在を引き受けられたなら、 おそらく

デイヴィッドは自分以外の存在を本当の意味で受け入れられたはずである。そ

れをリス クという観点から言い換えるならば、 相手から生じる予測不能の、 自

分には容認できない要素を引き受けようとする態度である。戯画的に単純化さ

れたデイケンズの描く人間関係に従って判断するならば、 信頼とは、 他者が自

分にとって不快な事を指摘し実行する可能性を残すような関係であり、 自己の
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理想を当然視しない態度であると言えるかも知れない。相手という、 必ずしも

理想通りではない現実を受け入れ、 その他者の存在のもたらす予測不能性に

よって、 自分自身が変化していく可能性を受け入れる態度だと言っても良い。

これは全面的に相手を支配したり、 あるいは逆に相手に全面的に支配され依存

するのとは決定的に異なった関係のあり方である。自己と他者が互いに存在を

認め合うことで、 次の可能性としての未来に開かれた関係のあり方である。信

頼とは、 その対象が自己を限定し塑形することに対して自らを開いている状態

なのだと言っても良いのかも知れない。それに対してウェ イ ドの巧妙な戦略も、

ピッ プの姉の暴力も、 ハ ヴィシ ャ ムの盲 目 的な確信も、 それが高度に他者の存

在を排除するが故に彼女ら自身が変化する可能性を失わせるもので し かないの

である。

ハ ヴィシ ャ ムは極端な希望のない世界を描くことで、 リス クを織り込んだ現

実への対応という近代社会に生きる人々の通常のあり方を免除され、 いわば中

世的な宗教共同体にいた人々がキリスト教を信仰するように、 不動の真理とし

ての確信の中に生きることが可能になる。彼女の抱くような確信とは神なき世

界に於ける信仰なのである。リ ス クとは、 自分だけの確信が充満する状態から

は出てこない何かである。全面的な懐疑や全面的な確信を抱くとは、 妄想に引

きこもり実際に生きることを拒 む行為である。そのような妄想に浸る時のみ、

人はリ ス クを考慮する必要を免除される。ハ ヴィシ ャ ムの時間の止まった世界

は恐らくそのようにして出来上がっている。人が自分の妄想の中に留まり続け

るとき、 その閉じられた世界にあるのはただ不毛な、 しかし自分に由来するが

故に完全に安定した世界である。その閉じられた空 間には、 真の意味の他者、

自己が知り得ない要素は不在となり、 それ故に自分にとって異質なもの、 受け

入れがたいものも不在となって安心を得られるのと同時に、 自分の知り得ない

要素によって新しく自分が変わっていける可能性が閉じられてしまい、 自己は

無 限の不毛な循環を反復するしかなくなっていく。終わりと変化のない反復。

ハ ヴィシ ャ ムやウェ イ ドや ピッ プの姉の世界にあったのは彼女たち自身の存在

だけであった。リ ス クとは自己の知り得ない外部としての他者から生まれてく

るものであり、 リ ス クを考慮しない信仰に近い個人の確信とは、 他者が全面的
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に不在となった世界への耽溺を意味する。そこで自分自身というあらかじめ

知っている存在を繰り返 し 経験 し続けることである。ハ ヴィシ ャ ムらが生きる

あの時間の止まった世界はそのような構造を持ったものだったと考えられる。
ハ ヴィシ ャ ムもウェイドも自分自身の意識がすべてであるような空 間を作り

上げる。結果と して他者は事実上不在となるのである。ウェイドがいわばその

完成度の高さによって他者との結びつきという意味での救済の可能性が限りな

く 失われた症例だとすれば、 ハ ヴィシ ャ ムはエ ス テラや ピッ プという 闊 入 して

きた子供の存在によって、 自らを閉じこめた空間から外の他界、 彼女が独り決

めに したのとは違う可能性をかいま見ることが許される。従ってエ ス テ ラがハ

ヴィシ ャ ムに抗った時、 ハ ヴィシ ャ ムは自分を変える可能性を与えられたのだ

と言って良いであろう。ハ ヴィシ ャ ム は さらに ピッ プに加えた苦痛についても

認め、 それに対 して許 しを請うことで、 想像できる他者の痛みを通 して他者の

存在を最終的には認めるに至っている (GE 1 77)。「私はあなたを許す」 という

言葉は、 自分の外の世界に自分が傷つけた、 自分と同じ苦 しみを経験 した人 間

がいたことの確認の文書でもあった。初めてエ ス テラが逆らった後ハ ヴィシ ャ

ムのエ ス テラヘの態 度に恐れのようなものを彼女が抱いた瞬 間 を ピッ プは 目 撃

する (GE 287) が、 ハ ヴィシ ャ ムが恐れていたのは、 彼女の確信を超えたもの

が現れたことであったと考えられる。

（註 1 )

『遺産』 に お け る ハ ヴ ィ シ ャ ム も ま た 彼 ら と 共通す る 欠損 を 抱 え て い た 可能性があ る 。 そ
の 原 因 は、 幼い赤ん坊の う ち に 母 を 失 っ た (GE 1 75 ) 事 と 、 そ の事が誘因 し た か も 知 れ な
い 過剰 で不適切 な 養育が複合 的 に 寄与 し て い た の か も 知 れ な い 。 彼女が甘や か さ れた 子
供だ っ た と い う ハ

ー バー ト の証言 (GE 1 75 ) を 信 じ る な ら ば、 母 を 失 っ た と い う 不幸故に
父親か ら 過剰 な 自 己 の 横溢 を 奨励 さ れた 結呆、 ハ ヴ ィ シ ャ ム は 他者 と の 適切 な 関 係性 を
持つ こ と に 失敗 し て し ま っ た の か も 知 れ な い 。 さ ら に は、 過剰 に甘や か さ れた あ げ く に、
父 に よ る 裏切 り と も 言 え る よ う な 下 位 の 階級の女性 と の 秘密 にせ ざる を え な い よ う な 再
婚が、 彼女 に 唯一 の 1言頼の対象だ っ た 父親に対 し て の 信頼 を 失 わせて し ま っ た 可 能性 は
あ る 。 ハ ヴ ィ シ ャ ム の 精神の持つ 問 題 も 、 ジ ョ ー ジ ア ナ の場合同様父視 と の 関 係 に 由 来
す る も の な の か も 知 れ な い 。
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